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Finke教授は、CD4+CD3-細胞がパイエル板の器官形成に必須であることを発見した実績をもと
に、現在「自然リンパ球」と総称される新しいリンパ球亜集団について先駆的な研究を進めてお
られます。とりわけ最近は、IL7やSCFなどサイトカインへの応答性の解明から自然リンパ球の機
能制御に関する重要な成果を発信しておられます。この度、ご来学いただく機会を得ましたの
で、特別講義をお願いいたしました。多数のご来聴をお待ちしております。

問合先：疾患プロテオゲノム研究センター生命システム形成分野/大学院医科学教育部免疫系発生学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             高浜洋介（x9452, takahama@genome.tokushima-u.ac.jp）
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